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ペア ご 宿泊 ギフ ト 券 「 


ジア 4 ip ウフ ムル ラビ ョ ピノ: 朋 上 


北海 道 か ら 沖縄 まで 厳選 し た 
40 軒 の お 宿 よ りお 選び いた だ き 
お ふた り 様 で ご 宿泊 で きる 一 泊 二 日 の ギフ ト 券 で す 。 


ペア ご 和 宿泊 ギフ ト 券 「 ベ スト セレ ク . 極 」 の ご 案内 


有効 期 限 は ギフ ト 券 行 日 の 翌日 より 2 年 間 と な り ま す 。 
発行 日 お よび 有効 須 限 は ベス ト セレ クシ ョ ン 極 ギフ ト 須 表面 を ご 確 
くだ さい 。 

ペア ご 宿泊 ギフ ト 券 「 バ スト セレ クシ ョ ン 極 ] は 本 氏子 「 ご 利用 の ご 案 
内 」 に 記載 され て いる ベス ト セレ クシ ョ ン 季 専 用 プラ ン の と 利用 の み 
に と 使用 いた だ け ます 。 ペ スト セレ クシ ョ ン 予 約 デ スク に て あら か じ 」 
め ご 予約 くだ さい 。 (2 ペー ジ を ご 参照 くだ さい -) 
予約 の な い 「 ペ スト セレ クシ ョ ン 極 ギフ ト 券 」 を 直 技 宿 泊 施 設 へ ご 持参 
され て も ご 宿泊 は で きま せん 。 

$ 当 該 客 室 が 満室 の 場合 、 ご 項 望 に そえ な い 場 合 が ご ざい ます 。 

る お 食事 は 、 旅 館 : ホ テル に より . 朝 食 付 と 朝食 付 が ど ざい ます 。 詳 し く 
は 各 ペ ー ジ を ご 覧 くだ さい 。 

人 現金 と の お 引換 え 、 他 の ギフ ト 券 また は 他 の 金 種 へ の 交換 は で きま せ 
ん . また. 返金 また は 約 鍵 は ど ざ いま せん - 


信 盗 難 、 紛 失 ま た は 焼失 - 破 損 : 減 失 等 に 関し て は 、 当 社 は その 責任 を 負 
いま せん 。 

お 中 込み 後 、 お 客 様 の ご 合 で ご 宿泊 を 取消 され る 場合 、 ま た は 宿泊 日 宿 
泊 施 設 の 変更 を ご 希望 され る 場合 、 有 効 期限 内 (宿泊 日 基準 ) に 限り 、 宿 泊 
予約 を 取り 扱っ た 店 舗 の み で ご 対応 させ て いた だ きま す . 

か る 時 期 に お きま し て は 、 規 定 の 取消 料 を 別 衝 ど 精算 い 

も 4 ペー ジ の 「 ご 利用 の ご 案内 」、85・86 ペ ー ジ の [ご 旅行 条件 書 」 に 、 
詳し い ご 案内 が ご ざい ます - お 中 し 込み いた だ く 前 に 、 恋 当 する 旅 上 ・ 
ホテ ル の ペー ジ と あわ せ て 必ず お 読み くだ さい 。 

人 「 ご 利用 の ご 案内 ] は 2022 年 2 月 現在 の 情報 に 基づい て 作成 され て 
お り 、 記 載 内 容 は 予告 な く 変更 され る 場合 が ご ざい ます 。 

人 「 ご 利用 の ご 案内 」 に 記載 され た プラ ン の 設定 期間 は 2023 年 3 月 
31 日 宿泊 まで で す -. 2023 年 4 月 1 日 以降 の ご 宿泊 に つき まし て は 、 
2023 年 1 月 以降 に ホー ムペ ー ジ に て ど 確 認 いた だ く か 、 ベ スト セレ ク 
ショ ン 予 約 デス ク ま た は お 近く の 店 舗 へ お 問い 合わ せく だ さい 。 


き 


ご 宿泊 ギフ ト 券 「 ペ ス 『I 


ー ギ フト 苦 番 号 


0M 了 
ベス ト セ レク ショ ン 


ベス ト セレ クシ ョ ン ネ 約 デス ク 人 0570-064-783 
一 営業 時 間 / 10:00-17:O0 月 多才 日 き 士 日 " 征 年 (12/28- 1/5) 休業 を IP 軍記 は ご 利用 で きま せん 。 
[また 和 | @ ギ ト 学 め は キ フ ト に に 伝え くだ さい 
5 人 ROBE 近畿 日 本 ツー リス 


ご 生日 の 10 昌 前 まで に 予約 くだ さい 。 (この 時 点 で は 人 予約 と な り ます ) 
グル ー プ で 予約 

予約 後 すみ や か に 「 ベ スト セレ クシ ョ ン 様 ギフ ト 孝 」 を 専用 幸 商 に て ご 送付 くだ さい . お 近く の 近 引 日 本 ツー リス トグル ー プ 

上 記 ギ フト 区 到着 人 正式 予約 と な り ます (名 及 へ [ペスト セ レク ショ ン 往 

送 と ギフ ト 基 」 を お 持ち に な り 、 ご 項 評 の 


ご 返送 論 泊 人 設 . 宿 泊 日 を お 伝え くだ さい 。 
セレク シュン 了 デメ ク よ り ど 宿り の 10 に な り まし た ら 「 昌 を 送り を せ て 係員 より 「 評 日 衣 」 を お 濾し し ま 


「 呈 日程 家 」 を チェ ンク イン 時 に 答 泊 施設 に お 湾 し くだ さい 。 **「 ペ スト セレ クシ ョ ン 種 ギフト 勢 」 を 直 失 宿泊 施設 へ ご 失 参 され で も 宿泊 は で きま せん 」 


3 た ーー リ た 了 っ に て どれ る は 上 お を くだ 
近畿 日 本 ツー リス トグル ー プ 店 舗 の 一生 半生 8 の at 

= 
回 ペ 由 店 。 rmron22s4e9 タラ シフ ロン 1 大隊 放 rmr06 63s9.1271 科せ て ます: 区 
皿 - 到 有 朱 町 店 。 rmL033216.5921 [所 弄 人 本 志 店 1m 082.221.6111 て りす 5 いい レト ます ao 


計 知名 古屋 中 央 店 TEL052.541-8686 [ 百 机 ] ト ラベ ル サ ロ > 情 氏 届 TiL092-287-9980 


デア 


旅館 ・ ホ テル イン デック ス 


全国 より 厳選 し た 事 い と 寛ぎ の お 宿 全 40 軒 


天谷” モル リア ンタ ワー 東急 ホテ ル 56 NN ザッツ: カー ルト > 京 者 
TEEOTES E コ 寺 守 = フォー シー ズン ズ ホ テル 京 部 
二 山 ザキ ャ ビ トル ホテ ル 東急 。 910 5 困 フ ォ シ ョ ン ボ ボテ ル 京 者 
旧 ”。 ホ テル 術 人 東京 1tf2 ee 炭 屋 旅館 昌光 ザ リ ッ ツ - カ ー ル トン 昌光 7374 
FN アマ ン 電 京 FE 2297 リコ 5 
口 TheokaraTokyo teie 3 馬  W 大 孤 
178 天帝 国 ホテ ル 大 阪 3 AN ターン 希 凶 -18( 75.76 
ツ カ ー ル トン 東京 。 1920 本 末 ”。 モ ント レジ ス ホ テ ル 大 阪 


較 還 = テラ テル リゾ ー ト 要 所 zh22 EC 
有 有 大 


、 中 の OHNWWNUETNRHIRORTHRROWA 77.78 
、 便 宮 箱 要 3 JIW マ リオ ッ ト - ホ テル 宙 バレ クラ = 
上 稲 小 洒 較 天 稀 EZ ーーーーーーーーーーー テ ザ : プ セナ テラ ス 
ee 、 中国 四国 ホテ ル シ ギラ ミラ ー ジ ュ 
WU) lks EX 還 DEETT 
下味 水 明 角 
TEDTET に ーー 
Nm 御宿 The Earth サウ ザー りーNot 
お 礎 抽 光 ホ テル ザ ベ イ スイ ー ト 計 の 川 計 上 忌 棲 NOGUCHI 画 館 
HOTELASTAt> プ ュ リ ー マ リー 
東山 = セコ ビレッジ 
リッ ツ - カ ー ル トン リザ ー プ 
還 ws ウェ ステ ィ ン 部 ホテ ル 京 者 3 


ペスト セレ ワシ ョ ン 極 ご 利用 の 案内 


ルル ツル エリ 9 生 光 ル k: 天 】 ェ に に | 
請 科 し た!BVCSIuar 名 テル の 名 ご く だ et 


蛇行 人 軸 2 名 。1 空 に つ ざ お と な 2 名 様 で お 中 し 込み くだ さい 但し 、 宿 江 設 や 暫 
泊 プ ラン に より 、 お 子 様 が ご 利用 いた だ け な い 場 合 が ご ざい ます また 、 奏 泊 穫 吉 に よ 
リー ご 末 泊 いた だ け な い 設定 明 外 日 が ご ざい ます 。 

力行 代 会 に 人 きま れる も の 
旅行 代 金 に は 答 泊 (1 泊 に つき 多 - 朝 信人 ※ 一 部 信人 - 消 中 税 和 税 ( 軍 税 の 計 
診 と な る 施設 の 宿泊 税 も 含む ) ・ お ち て な し が きき まれ て お り ま す 。 

美和 泊 所 蛇 - ホ テル の お も て な し は 、 お 客 禁 の 各 で ご 利用 に な ら な い 糧 合 で も ご 宮 人 
は いた し ませ ん 。 

四球 中 に つい て 
この 旅行 で は 活 員 は 行い た し ませ ん 。 

和 様 に 放 行 サー ビス の 下 供 を 概 け る た め に 必要 な 昌和 表 、 フ ー ポ ボン 圭 預 を お 洒 し し 
ます の で 、 旅 行 サ ービス の 提供 を 受け る た め の 手続 さ は お 客 様 ご 自生 で 行っ て くだ さい 。 

四 お 間 人事 所 に つい て 
掲載 の お 料理 写真 は 一 例 で す 。 宿泊 日 や 人 数 に より 、 料 理 内 容 . 可 等 が 異な る 場合 が ご 
ざい ます 。 夜会 電 は 名 放 代 ホテ ル に より 球 琵 と させ て いた だ いて いる 揚 全 が ご ざい 
ます 。 ま た 、 タ 廊 押 所 が お 部 屋 廊 の 場合 、 お 申し 込み 人 数 等 に より 、 廊 事 守 所 が レス トラ 
ン - 広 玩 に 変更 に な る 更 合 が あり ます 。 年 示 年 地 期間 は 、 提 載 され て いる 笠 理 内 宮 と 
は 異な り 専 用 メニ ュー と な る 場合 が ご ざい ます 。 

し cd 
和 計 お た は 和洋 守 ご 利用 の 提 、 宮 内 の 上 げ 下 げ は セル フサ ービス と な る 場合 が ご ざい ます 。 

還る 下呂 に つい て 
名 尊 泊 人 人 ホテ ル の お 風 は 、24 時 間 信 党 可 能 な 場合 で も 清 提 時間 団体 代 切 時 間 
は 和沙 で きま せん . ま た 、 胡 切 略 の ご 和 用 で ご 利用 伏 況 に より ご 希 記 の 時 間 に 拓 えな 
場合 お よび お 所 りす る 電 合 が ご ざい ます 。 


に ra 天 遇 必 が ちり ま す ー 
(部. 選 泉 で は な い 


昌 合 が あ り ます ) 


6 ブルー プ で 
に 1 
( 放 有 ) が あり ます 。 


中 


| は 4 


凛 時 
世 ルー ム 
リウ エス ト 可 能 
に 79) 


陣 子 用 の 客 守 に 
可能 (本 予約) 


テル: 名 が 全車 な り ま す 。 
( 購 ス ペー ス が ある 場合 も ご ざい ます ) 


ビー 


ビー 


フロ ント で 手話 に よる 対応 が で きま す 。 


導 設 の 部 台 で 、 男 必 抽 用 に 女性 モデ ル を 信治 させ る ポジ ( 写 真 ) を 使う 場合 が あり ます 。 
また 、 女 性 モデ ル が 時 に タオ ル を 替 い て 入 治す る 場合 が あり ます が 、 実 際 の ご 信治 
に は タオ ル の ご 使用 は お 近 え くだ さい 。 

人 館 ホ テル の 部 司 で 、5( に 男性 用 女性 用 を 入れ 替え る 刀 合 がめ あり ます 

馬 和 内 和 用 志 引 に つい て 
軍 話 代 、 マ ッ サ ー ジ 代 、 コ ン パニ オン 人 な ど 立 克 に め た る も の に は 、 ご 利用 いた だ け 
ませ ん u。 ど 利用 に な ら な か っ た 利用 券 の 返 例 ま た は 的 弟 は ど ご ざい ませ ん 。 

革 お も て な し に つい て 
特に 記載 の な い 井 、 各 往 泊 江 : ホ テル の フロ ント (に て お 凍 し と な り ます 。 

訂 胃 子 [ ご 利用 の ご 素 内 に 記 二 さ れ て いる お も て な し の 内 共 等 が ご 提 時 れ な い 電 人 
は 、 三 泊 搬 馬 : ホ テル に 申し 出 て くだ さい 。 

和 内 人 設 に つい て 
当 パ パン フレ ッ ト に 記載 の 各 設 の 宮 抹 宮 和 時 間 : 和 金 会 電 は 予告 なく 変更 と な る 電 
全 が ご ざい ます 。 よ た 、 状 現に より 休業 と な る 場合 が あり ます = 詳し く は 係員 に お 乱 い 人 
わせ くだ さい 。 

在昌 - 休 休日 に つい て 
[ 伯 前 に 税 日 赤 人 の 前 日 お よび 土日 
[ 伯 ー「 人 前 日]N2 の 日 曜日 お よび 物 日 人 人 日 
日 | に 「 人 前 休日! 以 外 の 月 人 金 電 

訪 そ の 他 
各 ペー ジ に 掲載 され て いる 宿泊 放 設 や 入 電 設 の 情報 は 、 党 時 間 、 人 所 内容 ・ 
時 間 、 入 浴 軍 所 . 叶 間 、 プ ー ル 和泊 . 時 間 、 送 名 時 間 な ど 予 千 な く 変更 と な っ た り 、 サ 一 
ビス の 近作 が 中 止 と な る 帆 合 が ご ざい ます 。 


時 | 穫 泊 了 内 ・ ホ テル ( 泊 ) ※ 宮 自 チェ ッ ク イ ン く だ さい 。 


玉 泊 芝 ・ ホ テル 出 人 大 折 チ ェ ッ フ ア ウ ト く だ さい 。 
に で 共和 人 を り ます まだ 


TP 


| 
回 


に に し 


フラ ブ ま た は 
大 屋 が ちり ます 。 


HE 還 二 が 
お り ま サー 


評 間 jess 
プー ル が ちり ます 。 


語 25mmess 
ブー ル が 5 り ます 


溢 付 き ト イレ 
が ちり ます = 


マ 


約 に より 対応 の 場合 ち ご ざい ます ) 


到 の 補 を 人 お 人 内 の 
全て の 昌 が 主 で す 。 


笠 宮 (ペン グ ) の 一 人 [As5 


エグ ゼクティ プラ ウン ジ を は じ め 、 東 京 : 渋 谷 を 一 望 する 井 く 夜景 眼下 に 望み な が 6 美酒 に 親しむ パー、 
過ぎ ⑰ く 時 を 忘れ て げ る ラウ ンジ な ど 、 ホ テル に ご 滞在 し な が 6 グル メラ イフ 6 ご 培 能 く だ 


モル リア ンタ ワー 東急 ホテ ル 


人 プ ウェ テグ セッ テラ ッ シ クリ 


3 20 香 11-3 


mecsysr | 


Ii が 年 HL 
に ジュン 


高層 階 に 位置 する タラ プ フ ロ ア を 用 意 、27 階 の ラウ ンジ 「The Capitol Lounge SaRyohl」 で 、 
糧 め く 東京 の 夜景 を ご 覧 い な が ら 寛 ぎの ひと と き を お 適 、 


一 
シッ アテ ャ 9 


赤坂 青山 


ザ ・ キ ャ ビ ト ル ホ テル 東急 


全 和 (ウト 人 シグ は) 
セク ア ィ アス イート 1DH7m 人 人 ご ガー 和民 
四 内 補 (0 
主人 た 定食 は ー を ど 1 ダ オニ シダ [ORIGAN 
は アラ プラッ ング 


lp 名 - 調 
人 K 還 較 - 丸 の 内 本 人 か 5 作 歩 で 6 
IM 


可能 (1 を 
に 利用 呆 作 (ゴー ダァ 


人 HI は 1 遇 間 と 40 ます 
ro 降 = 利用 は 1314 上 の みな り ます 


人 に ye ュ タメ フ ャ ーッ e 及 


10 


人 


本 圭 サ ナッ ジェット パス を 完備 し た スイ ー ト ルー ム や 、 宿 泊 の お客 様 専用 の ェ グ ゼ ク チ (プラ ウン ジ で ゆっ た り し 癒さ れる 至福 の 時 間 を 
お 過ごし くだ さい 。 ホ テル 館内 の アー ト を 楽し め る 「 准 放 園 ー ト ツテ ー] 6 ご 用 意 し て お り ます 。 


NR 


pe と 


事 京 者 目黒 


ホテ ル 雅 叙 園 東 


日 本 庭園 を 模 し た ガ ・ 生 演 奏 を お 楽し みぃ 


し EEE 
の"M し 侍 き ッ ダ (3 衝 スイート 物 !41 一 146mf 5 
/rH と 侍 ッ イレ ガー ト " 和 MI 一 14Gmi- 3 お 5 角 上 

還 人 内 笠 0) 

凍 作 アカ ンプ レッ クラ ァ ス また は 生食 (し スト ラン -6301030) 
和信 事 は の こ 送 択 な り ます 
所 は 容 な る 電信 が こざ いす 


テッ クイ ンー 1500 本 チッ テウ ト 1200 
罰 b 本 まで の 交 池 ) 

Ho の 内 和束 和田. 池下 抽 三 
大 了 結 

人 高林 ラン ブ か 5 訓 で 的 10 分 
還 補 際 昌 2022 年 1220731 2023 和 1 ルス 


CI に MEIET 


fi. 時 た は 紀和 2 の で 
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ニモ コピ ビレッジ で の 体験 は 、 息 を 呑む よう な アル ペン が 季節 と と も に 変化 する こと に より 、 自 然し の つなが り と 探検 を 提供 し ます 。 


大 電信 用 ) 


は 箇 近 ) ニ モコ 


東山 ニモ コピ ビレ ッ ジ 
リッ ツ ・ カ ー ル トン リザーブ 


で 人 用 相 を 10O00 軸 分 の 
を 1 人 に つっ 31) 


計 守 ( 和 ) の = 人 A55 


日 本 の 伝統 建築 に モダ ン な 趣 を 加 ぇ た 客 宇 は 、 自 家 源泉 か け 流し 1009% の 内 風呂 と 露天 風呂 付き で ご ざい ます 
深緑 に 静か や 導 忘 林 で 、 め ゆっ た り と 心 を 解き 放ち 非 日 常 の ひと と き を お 楽し みく だ 


員 近 ) ニ モコ 


70m 2 且 提 
る ) 科 70mm 


還 人 和 
人 tea イ も 人事) 
人 に J り 駅 が わ り ま す 
信広 た は 拉 胡 ( 基 事 


ラク アト 1HO 
人 天 駅 が o 困 5 人 


状 


18-HALi2ー31 


*e= 有 っ 51 本 


7 


四季 折々 の 表情 を 愉し み 、 優 雅 に くつ ろ ぐ 旅 。 を こ に ある 「 何 も し な い ] 替 沢 な ひと 時 を 。 


上 ) 花巻 温 


量 泉 佳 松園 


12 和 01 り ビッ グー 出 
TOMre 提 9 イン 0 人 


と エト - レ リコ 
いろ は 坂 の 先 に ある ザッ リッツ: カー ルト ン 日 光 。 中 福 寺 湖 の 美しい 自然 を 愛 で な が ら 極 上 の ホテ ルス テイ を 。 


邊 日光 の 美しい 中 禅 寺 湖 の ほとり に 佑 み 、 手 つか ず の 自然 と 伝統 を 讃え た 安らぎ の 秘境 で す 。 


生 相 日光 


ザッ リッツ: カール トン 日 光 


il 


2= タ タニ ッ ペー ン を = 用 ( セ 1 人 伴っ SL 


記 :jpel 


開放 的 な 客 、 別 府 光 の が 広がる 直 天 風呂 
厳選 され た 地元 食材 が 楽し め る レス トラ ン を 備え 、 最 高 の ひ と と き を お 届け し ます 。 


た 2 別府 明 等 温和 


ANA イ ンタ ー コ ンチ ネン タル 
別府 リ ゲ ー ト & ス パ 


2 102 人 


革 上 の お 計 - 同 い 合わ せ 先 は 人 環 索 で 宇 内 を 


デー 


am 


OKINAWA 
KARIYUSHI RESORT 
EXES ONNA 


le 


7 


( wmy 思 納 村 
ハレ クラ ニ 沖 縄 
re 
0 の 
2 
PT 


>TkiNGboMl) 

凶 時 間 1700 lO) 

ドレ スコ ー ド タン タレ ポー クウ ェ ア - ゼ ー チ オン ダル を 湊 け た 
リー ト み ジュ アル で こ 拉 だ きい 

事務 ( 軍 の 94 衣 より 和 約 可 ) 

凍 放 ブッ ウェ (レス 2 シオ ー ド デイ ダイ ニュ ダム の スタ (7 の トナ ネー リリ 

人 時 人 700140(H に よっ て 宮 は なる 場合 ざい ます ) 

還 チ ンーI5D0 本 チェ ッ ク ア ウト 1200 

還 は で の 人 

季 か 6 で 的 75 分 (利和 時 ) 

還 証 徐 晶 2022 生 7295/4.7/16r17.8/ 

2.12.29、3L 2023 衝 コー 


maeWa Las 軒 


meesor] 


Oi7riera 


(人 


革 の 時. ポリ ンク を に 用 (お 1 
は 2 
Hm 人 (人 攻 は 和 笠 と な 0 りす) ] 


半生 (ウラ = テ ー ジ ラグ ジュ リア ぇ (本 IA テ 
沖縄 プラ ンド の ホテ ル と し て 、 豊 か な 自然 と 沖縄 の 歴史 文化 が 織り な す 唯一 無 二 の 時 間 を 紡い で きま し た 。 
美しい 海 に 囲ま む た 大 自然 の テラ ス で すべ て の 方 を お 地 え し ます 。 


交 時 名護 


ポッ グモ ナ テラ ス 


1 治 朝 食 付 


IP 


EE 


Race 


旅人 を 鯨 する 宮古 島 の 美しい 空海 が 「 洗 練 」 と 出会っ た 場所 が 、 
幻想 に 包ま れ て いる か の よう な 、 甘 美 な 時 が 流れ て いく 。 上質 な 旅 を 知る 人 に 相応 し い 楽 園 


4 と 侍 a イ ー ト 2 名) プー タツ ラブ レミ ア | 


デラ ックス ス イー ト 1 ペッ ポッ ー ム 9 
人 0 ご IO 人 
LSE 
全角 (人 所) また は 2 で シダ (ター ト Mr 
事前 
還 チ っ イン 15D0 本 チェック ナ ウト 1HD 
ま で の 全 騎 季 か 6 車 で 交 5 人 
(か 6 時 
独 
2025 科 


Em -) 


FIRSTNL と 1 


0 可以 上 の の 
ポー! 和 料 抽 ( 近 計 ) 


1 


リス ト 株 式 会 社 ( 下 [当社 」 と いう ) が 企画 ・ 雪 し 内 褒 す る 主 
画 譜 行 で あり 、 こ の 旅行 に 基 加 され る お 客 社 は 当社 と 革 弄 企 末 人 行 約 を 得 結 する 


こと に な り ま す - 婦 . 下 約 の 由仁 ・ 科 件 は 、 和 和広 告 (パン フレ ッ ト 等 ) の 各 コ ー ズ ご と に 
記 幸 され て いる 条件 の ほか 、 下 本 近作 、 野 縦 日 表 及び 当社 の [旅行 (等 
旅行 約 の 剖 )] に より ます 。 

2 旅行 の 申し 込み 

(1) 和書 に 所 定 の 了 項 を 記入 の うえ 、「 ペ スト セ レフ シ ョ ン ギ フト 侍 ] を 条 え て お 中 し 込 
みい た だ きま す - ま お客 林 が 太 行 の 参加 に 押し 特別 な 配 を 必要 と する 場 台 に 
は 、 お 申し 込み の と き に お 中 し 出 く だ さい - 可 能 な 回 内 で 当社 は これ に 応じ ます 

(2) 旅行 氏 食 の 導 : 旅 行 代金 は 、 各 コー ス と も 2 名 末 1 室 利 用 の 2 名 本 分 の 立 客 
200.000F(85 和 となり ま すず 。 

(3) 当社 は 意 話 . 郵 便 、 フ ァ フ シミ リ 、 イ ンタ ーネット その 他 の 儲 氏 に よる お 申し 込み 
を 胡 け 付け ます 。 こ の 場 予 約 の 時 点 で は 麗 約 は 成立 し て お ら ず 、 当 社 が 予約 の 拓 民 
を 遂に 翌日 か ら 紀 外し て 3 日 以内 に 申込 書 と 「 ベ スト セレ フシ ョ ン ギ フト 券 ] を 理 出 
し て いた だ きま す 。 

(<) 5 峰夫 放 の 方 の ご 参加 は 保護 者 の 還 行 を 失 件 と し ます - (但し 一 前 の コー ス を 鈴 き 
ます 15 誠 以上 20 骨 未 江 の 方 の 参加 は 、 交 多利 才 の 同書 が 必要 で す 。 
(3) お客様 の 状況 に よっ て は 、 当 初 の 手相 内 谷 に 含ま れ て いな い 特 別 な 配 融 四 が 必 
概 に な る 可能 性 が あり ます 詳細 は 、[ 主 内 人 人 型 人 画 人 条件 穴 ] の [3. 中 条件 

5 の うえ 、 特 別 な 配 店 ・ 指 置 が 必要 と な る 可能 性 が ある 方 は 、 ご 相談 させ て いた 
だ さま す の で 、 め ず お 申し出 くだ さい 。 

3. 約 の 成立 先 約 書面 の 交付 

(1) 和信 人 画 許 行 革 約 は 、 当 社 が 和 約 の 結 を 注 し 前 項 の 中 込 交 を 受 放 し た と き に 
成立 する も の と し ます 。 

(2) 骨 食前 項 の 規定 に が か わら ず 、 当 社 が 現 約 の 純 結 を 承 放 する 旨 の 癌 が お 客 
補 に 外し た 時 に 成立 する も の と し ます 

は ) 当 守 は 圧 約 の 成行 日 成行 サー ビス の 内 容 そ の 他 の 旅行 条 件 及び 当社 の 豆 
に 関す る 事 天 を 記 吉 し た 天 面 (は 下 「 人 等 面 ] と いい ます ) お 湖 し いた し ます ( 当 
パン フレ ッ ト ほ この ご 信箱 書 に お いて 、 導 書 の 一 部 と いた し ます ) 当社 が 手配 
し 生 を 管理 する 抹 務 を 負う 旅 サ ービス 生田 は 、 当 多面 に 記 才 いた し ます 。 

(6) お 中 込み の 半井 に お いて 、 潤 室 則 評 そ の 他 の 理由 で 旅行 和 の 結 が 下 五 に で き 
な い 富 、 当 社 は その 匠 肌 吸 し 、 お 客 様 の 泊 必 を 得 て 、 お 客 様 が [取消 特 ち 」 状 衝 で お 
符 ち いた だ ける 央 限 を 八 い 、 予 約 可 能 に 向け て 共 力 する こと が あり ます - (以下 
「 ウ ェ イ テ ィ ング 登録 ) と いい ます -) その 記 、「 中 和書 [ベス ト セ レフ ショ ン ギフ ト 苦 】 の 


理 出 を 中 し 受け よ す 。 当 社 は 予約 が 宛 了 し た 場 台 問 や か に その 吾 問 知 し よ すこ の 
間 点 で 葬 約 の 成立 と な り ます , た だ し 当社 が その 予約 可 能 半 知 の 前 に お 客 様 か ら 
[ウェ イ テ ィ ング 登録 の 無 了 の 申出 が ああ っ た 場合 、 は お 符 ち 頂け る 只 で に 細 昌 
と し て 予 約 が 不可 能 な 場合 は 当社 は [バス ト セ レク ショ ン ギ フト 侍 」 な 巡 選 し ます 。 な 
お 、「 ウ ェ イ テ ィ ング 登録 | は 予約 の 宛 了 を 條 訪 す る も の で は あり ませ ん 。 


を お 受け 取り い 


当 六 ほ 当社 の 委 弄 人 間 旅 を 当社 を 代理 し て 販売 する 会 社 が 理 的 する クレ ジッ 
トカ ー ド 会 ( 下 | 提 会 社 ] と いい ます 。) の カー ド 全員 (L 下 会員] と いい ます 。) よ 
所 定 の 伝 時 へ の [会員 』 の 軍 名 な ぐし て の 旅行 代 史 衝 の お 宮 払 い を 受け る と を 科 
件 に [電話 部 便 、 フ ァ ク シミ リ 、 イ ンタ ーネット その 他 の 導 人 手 税 に よる 申し 込み を 村 
ける 堪 合 が あり ます -( 受 旅行 迷 者 に より 当 取 表 が 出 来 な い 場 合 が あり ます 。 ま た 
取 抽 可能 な カー ド の 細 天 も 用 梨 者 に より 異な り ます - 記 足 の 伝 球 に 会 員 の 愉 
を いた だ き ク レジ ッ ト カ ー ド で お 凛 払 いい た だ ぐ 約 は 適 信和 的 に は 当 せ ず . 遂 党 の 
旅 生生 的 と な り ます 。) 

5 旅行 代 金 の お 支払 い 
行人 は 旅行 章 の 15 日 前 まで に お 支払 いく だ さい 。 

旅行 代 金 に きま れる も の 

全日 呈 に 困 示 し た 軍 江 間 の 必 ・ 末 ( 馬 の な いか ぎり エコ ノミ ー ク ラス ). 帝 
泊 . 事 代 太 び 消 容 語 科 。 

@ 生 素 由 が 同行 する コー ス で は 、 こ の 他 に 添 当 、 団 人 行動 に み 要 な 付 を 含み ま 


に 
上 記 の 語 表 用 は 、 お 客 様 の 孝 合 に より 、 琶 利 用 され な く て も 私 戻し いた し ませ ん 。 
( 三 に 合 ま れ な い 区 骨 典 の 結 放 以 び 介護 用 は 含み ませ ん ) 

6. お 客 様 か ら の 放 抹 契約 の 衣 ( 人 生地) 

お 客 様 は いつ で も 次 に 定め る 到 消 (お 一 仁 に つき ) を お 一 私 いた pk 
を 衣 秦 する こと が で きま す 。 こ の 井 、 既 に 選 受 し で いる 旅人 生 (あるいは 中 
か ら 所 定 の 取消 料 を 差し 引き 払い 戻し いた し ます 中 込 知 の み で 放 治 笠 が ま か な え な 
いと き は 、 そ の 佐 融 を 中 し 受け ます (な お 、 表 で いう 取消 日 と は 、 お 客 二 が 当社 及び 少 
行人 法規 定 され た [委託]( 下 [当社 ら ] と いい ます 。) の それ ぞ れ の 営 日 、 
氷 明 間 内 に 取消 する 旨 を お 申し 出 い た だ いた 9 を 基準 と いま す 。) 


(ば ) 末 汽 プ ラン の み の 取引 数 泊 の 理 合 で も 旅行 旨 が の 浴 日 な り ます ) 


0 記 
較 還 時 ME4 
bo 人 153 209| 
上 kW | 電 料 azumessrfae| 
52 320w | sos | oow 
2 
G023 生 ) 20% 
1 ハウ 


または サー ビス 誠人 本 に し . 沿 当 日 の 1 2 本 まで に ご が 
5 U8O っ た 清和 机 と し 8D は き ます 


人 代 の 和 和 を 利用 する 旅行 に つい て は 、 左 記 の 表 に よら ず 、 コ ー ス ペー ジ 
内 に 記載 する 到 泊 に 握り ます - 

当社 の 表 任 と な ら な い 宮 種 ロ ー ン の 到 所 上 の 事 四 に 基づき 、 お 友 消 に 
な る 井上 記 溢 だ お 反し V た だ きま す - 

人 お 衝 様 の ご 都合 に よる 完 日 お よ げ コ ー ス の 変更 、 運 ぶ 、 泊 本 中 の 一 部 

の 下 更 に つい て も 、 主 佑 に 対す る お 到 少 と みな し 、 取消 笠 の 対 多 と な り ます 。 

7 お客様 の 員 任 

(1) お 客 様 の 剖 は 半 舌 に より 当社 が 恒 守 を 補っ た と き は 、 当 庶 お 客 克 は 損害 を 須 
貨 し な け TU ば な り ま せん 。 

(2) お 客 李 は 、 当 社 か ら 提供 れる 情報 だ 活用 し 、 お 客 様 の 権利 ・ 務 その 他 生 交 
の 円 旭 に つい て 理 証 する よう に め な けれ ば な り ま せん 。 

(3) お客様 は 、 放 区 後発 和 午 面 に 記載 され た 記 行 サー ビス に つい て . 記 寺内 
と 世 な る も の と 語 誠 し た と き は . 放 行 地 に お いて 層 も か に 当社 . 立 は 信行 サー ビス 
提供 者 に その 旨 を 申し出 な けれ ば な り ませ ん 。 

8 利多 人 
当社 は 、 当 社 の 責任 が 生じ る か 右 か を 問わ ず 、 国 内 人 画 旅行 約 部 の 和信 

電 生 で 定め る と ころ に より 、 お 客層 が 旅 行 参加 中 に 急激 が つ 価 導 な 外来 の 故に 
よっ て その 生 、 姓 人 又は 字 研 惣 の 上 に 下っ た 一 の 摘 妊 に つい で 、 あ ら か じ め 十 
め る 頭 の 夫人 信 び 見 軸 交 を 支払 いま す 。 

9 表 9 日 
この 旅行 打 件 は 、2022 征 2 月 1 日 層 を 時 准 と し て いま す 。 

に. 放 和 代金 は 2022 年 2 月 1 現在 の 有効 な 軍人 * 包 則 を 林 洲 と し て いま す 。 


デル 和 に お いて 守谷 の ービス 衝 JIF た 8 は 、 
1 ます の で ご 了 革 くだ さい 。 


近 日 本 ツー リス ト 株 式 会 社 


店 2053( ポ 法則 旅行 正会員 
135.0051 昌江 東 区 村 5.4 住人 ※TK ビ ) ル 3F 仙人 画 セン ター) 


で ポーF 避 証人 員 トマ 1 


LCTOTOTOSETt3 
(! 失 日 本 ツー リス ト 式 全社 (J 下 当社) お よび ご 旅行 お 申し込み いた だ いた 宏和 
玩 ( 下 [上 直 ) は 、 入 行 込 み の 悪 に ご 人 出 いた だ いた 個人 情 欄 に つい て 、 お 客 伴 と の 連 

要職 和 の 了 記 の た め に 利用 させ て いた だ く ほ か 、 必 な 和田 内 に お いて 当 


- 下 半 、 時 売 店 お よび 当社 が 尋 する 下 が り 所 う 号 、 サ ービス 
に 職 す る 情報 お客様 に 天 傘 させ て いた だ く こ と が あり ます 。 

上 馬 の は か - 当 福 の 休 人 情報 の 到 り 包 い に 関す る 万 計 に つい て は 、 当 社 の 中 開 た は ホー ム 
ペー ジ で ご 和朗 くだ さい 。 

( り 当 半 は お 客 の お 御幸 宮 の だめ 、DFS( 免 税 可 ) に 全 人 デー タダ を 電子 的 方法 箇 で 人 
する こと に よっ て 坦 人 いた し ます 。 お 客 様 の ご 住所 ・ ご 用 半 の 詳細 人 科 に つい て は 提供 し 
で いま せん の で . ご 利用 当日 に 『 ギ ャ ラリ アパ 細 byDFS に お 中 し 出 く だ さい 。 な お 、 こ れ ら の 加 
全 記 へ の 名 人 デー タ の 宮 仙 の 館 上 を 大 望 され る 二 は 、 下 記 の お 下り わ せ 記 口 ま で お 中 し 
出 く だ さい 。 


ツー リス ト の 
安 | 心 * 


博 欄 会 会 員 
性 作 の ご 案内 ] 
か や かっ いら どー 人 っ 人 か の です 


ea | cc に 8 
| BE 


お すす の すま うす すめ た し 


お 務 上 人 理 る と は お 補 の | 
の RF で ュー 


新しい 旅 の エチ ケッ に 
一 革 愉 リス ク な 過 け て 安心 で し い 旅行 
の ほり 一人 の 協力 が 、 み ん な の 楽し い 旅 を 守り きま 
人 区 


ペア ご 和 宿泊 ギフ ト 券 


: 近 衣 万 "ツー ノズル ケー 


人 1959(t ロ sgW) Wit2O231 有 た 


